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『会長挨拶』 

一般社団法人岐阜県損害保険代理業協会   えんどう  よしかつ 

会長 遠藤 昌克 
 

寒かった冬もようやく終わりを告げ、待ち遠しい春がやってきました。 

私の自宅近くの清水川沿いにある桜の標本木も５輪以上開き、２１日午後、岐阜市の 

開花宣言がありました。コロナ禍の中で迎える３度目の桜の開花です。それはコロナ 

禍で迎える３度目のお花見シーズン到来ということでもあります。 

これまでのお花見といえば、桜の木の下でブルーシートを敷いて大宴会というイメー 

ジですが、食事中に感染リスクが高まるという情報が浸透したことで、昨年は飲食を 

伴わないお花見が主流となったようです。 

「鑑賞・散策のみにする」、「一人お花見」、「桜並木がきれいな道をドライブ」、「自宅 

の窓からお花見」など工夫をしてお花見を楽しんだそうです。遠くへ行かなくても散 

歩の範囲内で十分に楽しめ、一人ゆっくり歩きながら見る桜の美しさを感じ、桜の画 

像、動画を見ての友人とのオンライン飲み会など従来のお花見スタイルとは異なるこ 

とを好意的にとらえている人が少なくないということです。新たな発見があり、それを歓迎している。 

お花見も多様化の時代到来ということなのでしょうか。コロナ禍になって３度目の春となる今年のお花見は

はどうなることやら・・・ 

ともあれ、年度末や新年度を迎え、多くの人が集まる行事や、外出・旅行の機会が増えていきます。 

昨年はこうした時期に感染が拡大しました。現在、感染は収束傾向で、第６波の出口に向かっているところ

ではありますが、地域によっては子どもや高齢者の感染が続いているところもあります。こうした現状や過

去の経験を踏まえ、次の感染の波の到来を遅くし、制限のない生活を可能な限り長く続けられるよう、基本

的な感染対策の徹底を続けながら、感染リスクの高い行動を控えるようにいたしましょう。 

さて、代協活動も今期が終わろうとしております。この１年もコロナ感染対策により会員同士が集まり事

業を進めることが困難な１年でした。ほとんどの会議はリモートとなり、直接、お会いしての意見交換など

する場もなく、活動も限られてしまいました。そんな中、広報委員会活動でぎふチャン TVにて代協の PRを

させていただきましたが、ご覧いただけましたでしょうか？ 

原稿を直前にいただき、リハーサルを２～３回でいざ本番。原稿ばかり見て話す自分に反省しきりでした。

次回があればしっかり練習し、前を向いて話せるよう猛練習いたします（笑） 

また、目指せ三冠王ですが、「ぼうさい探検隊」「コンサルティングコース受講者」の２冠を達成しました。

残るは必須の「仲間づくり」です。１０店増とし活動していますが、残念ながら、３月現在、４店増にとど

まっております。あと数日間ありますので最後の最後までご協力のほどよろしくお願いいたします。 

さらに４月は各支部総会の時期です。現在のところは各支部共に通常開催を予定しておりますが、今後の

状況によって、やむを得ず縮小開催または web開催など開催方法の変更もございますのでよろしくお願い申

し上げます。だいぶ感染者数も減ってきています。３回目のワクチンを打たれた方も多いかと思います。WEB

に慣れてしまった感もありますが、次年度は少しでもリアルに活動できることを願っています。 

１ｐ・・会長挨拶／目次            ８ｐ・・会員投稿中さんの保険諸国慢遊記（191）  ① 
２ｐ・・スケジュール／事務局より       ９ｐ・・   ～保険ジャーナリスト       ② 
３ｐ・・支部活動報告➀           １０ｐ・・            中﨑章夫    ③ 
４ｐ・・支部活動報告②           １１ｐ・・『街道シリーズ』（美濃路 27） 松尾 一 
５ｐ・・新規提携事業者紹介         １２ｐ・・提携事業者広告掲載① 
６ｐ・・会員投稿              １３ｐ・・提携事業者広告掲載② 
７ｐ・・代理店紹介                   １４ｐ・・提携事業者広告掲載③ 
                                       １５ｐ・・委員会報告／編集後記 
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  ★通常総会日程のお知らせ 

日本代協   ２０２２年 ６月１４日（火）  １０：００～   オンライン開催 

県 代 協   ２０２２年 ５月１８日（水） １３：３０～   長良川スポーツプラザ 

岐阜支部   ２０２２年 ４月２２日（金） １４：００～   メディアコスモス 
西濃支部   ２０２２年 ４月２２日（金） １４：００～   スイトピアセンター  
中濃支部   ２０２２年 ４月 ８日（金） １７：００～   昇月 
東濃支部   ２０２２年 ４月１４日（木） １１：００～   みわ屋 
飛騨支部   ２０２２年 ４月 ８日（金） １８：３０～    
 

【正会員年会費振替のお知らせ】 

    ２０２２年 ４月 ２２日（金）に２０２２年度 第Ⅰ期の 

正会員年会費を指定口座より振り替えさせていただきますので 

よろしくお願い申し上げます。 

 

岐阜県代協事務局  TEL ： ０５８－３２９－００５０ 

    FAX ： ０５８－３２９－００４０ 

Ｅメールアドレス ： gfdaikyo@opal.ocn.ne.jp   （担当：小川百合子） 

 

 

 

 

～ ス ケ ジ ュ ー ル ～ 

 

  

日付 主催 行事・議題・内容など 開催場所 

２ １５ 火 東海ブロック 東海ブロック 会長専務理事会議（１５：0０～） オンライン開催（Zoom） 

 １６ 水 東海ブロック 東海ブロック協議会（１４：0０～） オンライン開催（Zoom） 

 ２２ 火 岐阜 役員会（１３：0０～） オンライン開催（Zoom） 

 ２５ 金 広報機関誌 損害保険トータルプランナー 中日新聞広告  

３ ２ 水 西濃 例会（１１：３０～） 五右衛門 

 ８ 火 中濃 例会（１１：３０～） 太田交流センター 

 １０ 木 東濃 例会（１１：３０～） みわ屋 

 １７ 木 岐阜 役員会（１３：0０～） オンライン開催（Zoom） 

４ ６ 水 県代協 理事会（１３：３０～） オンライン開催（Zoom） 

 ６ 水 西濃 例会（１１：３０～） 五右衛門 

 ８ 金 中濃 定時総会（17：0０～） 昇月 

 ８ 金 飛騨 定時総会（１８：３０～）  

 １４ 木 東濃 定時総会（１１：0０～） みわ屋 

 １７ 日 ＣＳＲ 『長良川を美しくしよう』（７：0０～） 長良川河畔 

 ２２ 金 岐阜 定時総会（１４：0０～） メディアコスモス 

 ２２ 金 西濃 定時総会（１４：0０～） スイトピアセンター 

 ２２ 金 県代協 【年会費振替】  

５ １８ 水 県代協 定時総会（１３：３０～） 長良川スポーツプラザ 

６ １４ 火 日本代協 通常総会（１０：0０～） オンライン開催 
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【岐阜支部３月活動報告】 

〇岐阜支部３月役員会開催報告 

開催日時 ： ２０２２年 ３月１７日（木）１３：００～ 

開催場所 ： web 会議 

参加者数  ：  １１名 

報告者名 ： 棚橋 健久 

≪議題≫ 

①支部総会打ち合わせ 

・４月２２日（金）１４：００～ メディアコスモス 

②総会記念セミナーWeb 開催について 

 ・４月２２日（金）１５：００～予定 総会終了後 

他支部よりの参加可能とする。 

  演題 ： 『保険代理店の DX（デジタルトランスフォーメーション）対応』 

    講師 ： 保険ジャーナリスト 中﨑 章夫 氏 

  ③２０２２年度役員会開催について 

  ④その他情報交換 

 

※次回 ４月２２日（金）１４：００～ メディアコスモスにて 支部総会開催 

 

【西濃支部３月活動報告】                                             

〇西濃支部３月例会報告 

開催日時 ： ２０２２年 ３月 ９日（水）１１：３０～ 

開催場所 ： 大垣「五右衛門」 

参加者数  ：  １２名 （会員１０名、提携事業者２名） 

報告者名 ： 中河 美智彦 

≪議題≫ 

①提携事業者より案内 

②『西濃支部総会』について 

 ・４月２２日（金）１４：００～ スイトピアセンター 学習館 3-5 にて 

③西濃支部役員（案）について 

  会計監査 渡辺 五郎 （（株）ＭＳＧ保険サービス） 

  副支部長 畦地 洋祐 （（有）アイエーファイン） 

  その他留任 

④委員会報告 

・企画環境・・3/8、3/17 委員会開催・・提携事業者 PR 誌作成について 

・教育・・特記なし 

・広報機関誌・・岐阜県代協ぎふチャン TV 放映（2/25、3/4、3/14 21：57～22：00） 

・ＣＳＲ・・１～２月・・献血キャンペーン協力御礼、4/17（日）長良川清掃予定 

・組織・・なかまづくり協力のお願い 

 

※次回例会 ２０２２年 ４月 ６日（水）１１：３０～ 大垣「五右衛門」にて開催予定 
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【中濃支部３月活動報告】 

 〇中濃支部３月例会開催報告 

開催日時 ： ２０２１年 ３月 ８日（火）１０：３０～ 

開催場所 ： 太田交流センター 研修室 

参加者数  ： ８名 

報告者名 ： 丸野 博文 

≪内容≫ 

①委員会報告 

 ・教育・・特記なし 

 ・広報機関誌・・会員証作成のアンケートの返信のお願い 

         損害保険トータルプランナー中日新聞２月掲載報告 

 ・組織・・仲間づくりについて現状報告及び協力のお願い 

②総会について・・2022/4/8（金）17：00～ 昇月 

         1 代理店１名の参加、保険会社は無しとする。 

③その他情報交換 

  

   ※次回 ４月８日（金） １７：００～ 昇月にて 支部総会開催  

    

【東濃支部３月活動報告】 

〇東濃支部３月例会開催報告 

開催日時 ： ２０２２年 ３月１０日（木）１１：００～   

開催場所 ： みわ屋 

参加者数  ： １６名 

報告者名 ： 虎澤 省吾 

≪内容≫ 

①委員会報告 

②支部総会について・・リアル開催予定。（コロナの状況次第） 

③その他情報交換 

  

※次回 ４月１４日（木）１１：００～ みわ屋にて 支部総会開催 

 

【飛騨支部３月活動報告】 

  ３月の飛騨支部定例会は蔓延防止延長のため、開催されませんでしたので報告事案なし。 

※次回 ４月８日（金） １８：３０～ 支部総会開催 
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新規提携事業者紹介 

 

平素は代協活動にご理解ご協力いただき誠にありがとうございます。 

このたび、会員及び企画環境委員より構築物等の修理対応業者４社（タバタサッシ様、長尾建設（株）様 

（株）Hamaken エクステリア様、芳栄総業様）をご紹介いただき、理事会にて各社資料の確認の上、新規業

務提携させていただくこととなりましたのでお知らせいたします。 

３月号ではタバタサッシ様、長尾建設（株）様をご紹介いたしますのでよろしくお願いいたします。 
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会員投稿記事 

 

桜と日本酒が 

桜の便りが聞こえて来る季節となりました。今年は開花が早いのやら遅いのやら予測が難し

い年なのかも、県内で皆さんがお好きな桜は何処に有りますか？ 

私の一押しは関の寺尾ヶ原千本桜です！両サイドを取り囲む数百メートルの桜並木は中部一

ではないかと思います。満開から散り始めに歩く桜路はまさにドラマのワンシーン。そこに美

味しい日本酒があれば最高ですね。 

そう言えば最近の日本酒は凄いことになっている様です。皆さんご存知有名な高木酒造十四代、

新正酒造の醸造方法を受け継いだ美味しい生酛が誕生しているようです。 

1900 年代後半 3500 あった蔵数が 2000 年に入り半分以下まで減少しました。 

しかし北海道は生酛が減る中、新醸造酛がラッシュの如く増えているのです。 

それも北海道産の酒米を使い製造方法も昔ながらの製法、なにも大吟醸が良いとは言ってない

ところがいい！！ 

値段も普通の価格、一升 1500 円～2000 円くらい、しかも地元のみの出荷、だからわざわざそ

の地域まで言って飲みたい。そんな日本酒が今旬です。地元の観光資源となり地域創成の牽引

となり人も出入りする。岐阜県代協もそんな魅力ある団体を目指せないか。そして代協会員と

その社員がファーストである協会の姿を重ね思い 一献！！！・・・ 

 

 

  



 

 

- 7 - 

 

 

 
 
 
 
 
 

飛騨支部  MiraiPort 株式会社 
 

＜代理店名＞ 

MiraiPort  株式会社 

 

＜所在地＞ 

〒506-0041 高山市下切町 1258-1 

電話 0577-35-3391 

FAX 0577-35-3506 

 

＜代表者＞ 

山下 喜代志 

 

＜スタッフ＞ 

 ７名 （男 ４名、女 ３名） 

 

＜取扱保険会社＞ 

損害保険ジャパン株式会社 

SOMPO ひまわり生命株式会社 

第一生命株式会社 

 

＜略歴＞ 

平成９年６月 設立 

令和２年９月 高山エージェンシーとひだ総合保険事務所が経営統合創業 

 

＜事務所の環境＞ 

中部縦貫道高山出口と国道４１号が交わる交差点から北へ１Km。 

事務所近くには焼き豆腐で有名な国八食堂さんがあります。 

 

＜経営方針＞ 

社員の物心両面の幸福を追求すると共に、保険を通じて未来への 

安心・安全を提供し、地域社会に貢献します。 
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中さんの保険諸国漫遊記（１９１） 

保険ジャーナリスト 中﨑 章夫 

顧客体験価値向上への代理店のデジタル体制整備を 

 

◇実証実験「回遊軽井沢」を利用、これは便利！ 

 ３月１３日から、電車利用で軽井沢にザプリンスヴィラに２泊で出かける。その日の軽井沢は暖かい

が風がある。駅近の人工雪のプリンスホテルスキー場ゲレンデにはスキー客、スノボー客であふれ、ま

た駅前アウトレットは人で溢れていた。 

 １日早く来ていた長男家族と合流、地域・観光型МａａＳ「回遊軽井沢」というスマホ利用のオンデ

マンド交通、電子チケット、決済ができる乗合タクシー「よぶのる軽井沢」（ワンボックス型３台８人

乗り）を予約・利用して、軽井沢町内農産物直売施設の軽井沢発地市庭まで行ってもらう。 

 この乗合タクシーはＪＲと西武ホールディングスが連携しての地域МａａＳの実証実験（２０２２年

１月１５日～３月３１日）として運行。キャッシュレスで１人１回３００円と利用しやすい金額設定な

のも魅力。 

 今回の旅のように軽井沢に車でなく電車で来た時の町内の移動手段として実に便利だ。駅構内などの

提携飲食店やプリンスホテル内飲食店などで２割引きクーポンの特典（１回限り）もある！ＡＩを活用

して運行管理しているため、駅から予定時刻より早めにスタートしたためか、数分走ったところで別の

利用者からのリクエストが新たに入り、なんと駅まで引き返し、新たに二人連れ４人の客を乗せ、旧軽

井沢町中で降ろしてから、回り道して目的地に向かうことになったのにはびっくり。まあ意外性ある観

光も楽しめたわけだ。 

 軽井沢発地市庭では、まず食事、手打ちＳОＢＡ香りやで、石うす挽きのもりそばと鍋焼きうどんを

食べる。軽井沢産の蕎麦粉を使っての蕎麦には納得。目当ての地元の朝採りキャベツは完売だった、残

念。イチゴや肉などの食材を買い込んだ。たまたま枕崎鰹節祭りをやっていたので、覗く。鰹節を削っ

ての枕崎の郷土料理の茶節作りを楽しむ、味噌に削りたての鰹節をなみなみと加え熱い湯を注ぐ物だ

が、香りよく実に美味い。 

 再び、乗合タクシーをスマホで予約し、駅まで戻り、のんびり過ごせる１戸建て宿泊施設ザプリンス

ヴィラへ。今回は６歳になる孫のキッズスキー教室通いのお供が主たる目的だった。 

 

 プラットフォーマー参入で進む金融・保険の個別化 

 デジタル化の波が金融・保険の分野にも及んできている。金融サービス仲介業制度もオンラインでの

金融・保険サービス提供をもくろんで導入されてきたものだ。そこでは厖大な顧客のビッグデータを有

し顧客接点に近いプラットフォーマー企業が、顧客のパーソナル化、オーダーメイド化に対応した金

融・保険商品をネット上で完結する形で勧誘したり販売したりすることを可能にするためのルールを設

け、２０２１年１１月から新たな局面に入ったからだ。 

 プラットフォーマーはインターネット上で利用者とサービス提供者を結び付ける基盤（プラットフォ

ーム）となるサービスやシステムなどを提供・運営する事業者と定義され、検索システムのグーグル、

デジタルデバイスのアップル、ＳＮＳのフェイスブック、ネットショップのアマゾンなどが代表的存在

だ。これらは顧客にとって必要不可欠なインフラとなっている。 

 

◇顧客接点を有するところの優位性が進む 

 こうした流れはいずれ、顧客はプラットフォーマーでの金融や保険の体験価値を重視するようにな

り、銀行・証券・保険などのメーカーの価値は相対的に後退していくようになる。 

 プラットフォーマーは膨大な顧客データを活用して、ＡＩで分析し、顧客の特性に応じた商品・サー

ビスを個別にきめ細かく紹介・提案していくようになる。すでに、こうした流れはプラットフォーマー

例えばアマゾンのリコメンド等で、非金融の世界では、すでに多くの顧客が体験している価値であり、
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その金融・保険版がこれから始まるのは当然のことだろう。デジタル化では顧客接点を持っているとこ

ろの優位性は今後一段と増していくことは間違いない。 

 

◇デジタル化で顧客体験価値の向上を 

 それゆえ、既存の金融業者や保険会社、代理店は、自ら、顧客接点に強くなるための体験価値の向上

をデジタル戦略として打ち出す必要がある。それとともに厖大な顧客接点を有するプラットフォーマー

と連携して新たな顧客層の開拓、すそ野拡大を図ることも考えねばならないところとなっている。 

 保険の世界でも、すでにデジタルデバイス、例えば、健康増進型保険などでウエアラブル端末を活用

して個人の健康状態の如何に応じ保険料を変えていくような個別化・細分化の模索が始まっている。損

保でも、ドラレコを用いたデータをスコア化し自動車保険の保険料面に反映させたり、運転面でのアド

バイスサービス強化につなげている 

 こうしたデジタル化が進む中で顧客接点を有する保険代理店は、リアルとともにデジタル面を含めた

コンタクトポイントの多様化と顧客体験価値の向上、デジタル化による生産性向上を求められているこ

とは間違いない。 

 

◇組込型保険（エンベデッドインシュアランス） 

 最近、家計簿アプリやスマホ決済など、アプリの簡単操作で従来面

倒な手間暇がかかっていた給与振り込みや振り込み取り消しなどの

銀行取引業務が金融機関以外の企業が金融サービスを自社で取り扱

い、スマホで瞬時に簡単に自動化できる仕組みのエンベデッドファイ

ナンス、組込（埋込）型金融が活発になっている。この仕組みの背後

には銀行ＡＰＩの公開があり、銀行以外の異業種企業でも参入が相次

ぎ、ＤＸの流れを作っている。 

 この保険版すなわち組込型保険（エンベデッドインシュアランス）

も取りざたされるようになっている。すなわち保険専門外のいろいろ

な異業種の事業者の商品やサービスに保険が組み込まれて提供され

るケースがＤＸ対応として改めて注目されてきている。 

 

◇事業者のプラットホームへの組み込み展開 

 従来から、異業種の企業が保険代理店となり本業と親和性の高い保険を扱ってきている。例えば自動

車ディーラーの自動車保険、銀行の住宅ローンがらみの火災保険、旅行業者の旅行傷害保険、クレジッ

トカードに海旅などの保険付きなどだ。いわば提携カードサービスの進化版で、その点では何も新しい

ことでもない。 

 これまでとの違いは、デジタル化の流れの中で事業者のプラットホームに保険を組み込んで展開する

組込型保険いわゆる「エンベデッドインシュアランス」が台頭してきていることだ。 

 顧客が商品やサービス購入の際のキャンセル保険など購入時の不安要素を取り除き、顧客の商品・サ

ービス購入の背中を押す役割を期待して、保険を組み込み、シームレスに簡便な手続きで加入できる仕

組みだ。 

 このため、組込型保険の対象となるのは簡便・シンプルで透明性が高く（商品内容の説明が要らない）

ローコストの保険商品が適しており、顧客が自分で単独で入るにも面倒臭く既存代理店などからは取り

扱いにくく、世の中にあるサービスが十分に届いていないすなわち「アンダーサーブド」な市場で、新

たな保険ニーズ開拓にもつながるため、熱い視線が送られているのだ。 

 

◇顧客もデジタルベースの顧客体験価値の提供を当然視 

 顧客サイドもアマゾンやグーグル、楽天等によりオンラインショッピングに慣れてくると必要な時に

必要なものを必要なだけ簡便かつ合理的に購入したいというデジタルベースの顧客体験価値の提供を

当然視しつつあり、こうした顧客体験価値の向上が、保険手続きにおいても求められて来ている点は留

意しておく必要がある。 
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 組込型保険の展開には、顧客のデータをリアルタイムで取得したり利用したりする仕組みが整わなけ

れば無理な話だが、こうした条件も整備されてきている。またこうした組込型保険を支える新規参入型

のデジタルプラットホーマー（スタートアップ企業）が台頭してきており、ＡＰＩやクラウドサービス

などのシステム基盤提供により組込型保険開発に大きな役割を果たしていることを見落としてはなら

ない。 

 各保険会社とも、ＤＸ対応を迫られる中で、異業種の商品やサービスに簡便（シンプル）で多様な保

険を組み込みデジタルプラットホーム上でシームレスに販売する新たな機運が高まる中で、簡便なデジ

タル保険開発にミニ保険会社を設立したり、スタートアップ企業とタイアップしたりして、柔軟な対応

も採りだしているが、今後の対応いかんが注目される。 

 

◇代理店に求められるデジタルを活用した体制整備 

 保険代理店としても、ＤＸ対応が求められる中で、顧客との接

点領域におけるデジタル体験価値の向上は必要になっている。

ホームページの作成からユーチューブなど動画の活用、オンラ

インによる保険相談などのコミュニケーション手段の多様化は

もちろんだが、まずはデジタルを活用した体制整備と顧客接点

への人材の重点投入が求められる。 

 デジタル技術の活用、ＩＴの活用は、保険代理店の業務にも大

きな変革を今後与えることは間違いない。中でも代理店の生産

性を向上させるためには、事務と営業の役割の見直しは必須で

ある。組織内情報共有としては、グループウエアの活用やＲＰＡ

（ロボティック・プロセス・オートメーション）の戦略的活用が

必要になっている。 

 

◇第一歩は更改・更新業務などの自動化 

 とりわけ、代理店の内務事務の大きなウエイト（業務量全体の８～９割といわれる）を占める更改・

更新業務などの自動化も、今後代理店経営の生産性アップに欠かせない課題だ。代理店の中核業務であ

る更改業務の大部分は、単純なコピペや繰り返される印刷などの作業が占めており、ＩТを活用できれ

ば、さらに大幅に自動化・効率化が進むはずだ。 

 

◇IТスキル有する要員の確保 

 すでにＲＰＡを、専門業者との連携や、独自の専任ＲＰＡ要員を確保して開発・展開している代理店

も出始めているが、いずれも事務の生産性を上げたのにとどまらず営業成果の向上にも結び付けてい

る。 

 これらの業務にはＩТを活用する場合には、ある程度のＩТスキルが要求されるが業務フローを理解

しＩТスキルを持っている要員の確保・養成が今後、代理店経営にとっても重要なポイントになってき

そうだ。 

 代理店にとり取引保険会社が違えてはいても、契約更改・更新業務のスタイルは左程変わりがないた

め、現場の先進的代理店が独自に開発し始めている代理店の事務効率化に向けた、ＲＰＡを活用した定

型業務のロボット化、自動化の活用も今後、代理店のＤＸ対応で注目を集める一つの課題になってくる

ことは必至だ。 

 

（保険ジャーナリスト、inswatch 編集人） 
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『街道シリーズ』（美濃路その 27） 

                                        松尾 一 

 

                 新川橋から枇杷島橋へ 

 

 美濃路は、新川に架かる新川橋に着きます。新川橋の傍らにはポケットパークがあり、そのなかに津島（愛

知県津島市）を案内する道標があります。尾張津島天王祭で有名な津島神社を結んでいる津島上街道を案内

するもので、清須城に居た頃の織田信長が、盛んに津島神社に通った道だといわれています。 

 ところで、ここ清須市の五条川の西、あま市上萱津付近は、中世の鎌倉街道の宿があったところです。 

 『海道記』の著者は、貞応２年（1223）４月、都から東海道で鎌倉に向かう途中、津島の渡し（津島市）

から萱津に到着しています。それは７日の夜で「幽月、影顕れて、旅店の人定（しづ）まりぬれば、草枕を

〆て、萱津の宿に泊りぬ」と記しています。卯月の月のなか、宿に他の旅人たちも泊ったようで、私も萱津

の宿に泊まったということでしょうか。 

 『東関紀行』の著者は、仁治３年（1242）８月、都から鎌倉街道で鎌倉への途中、杭瀬川（大垣市）で泊

り、「萱津の東宿」を通っています。萱津はちょうどこの日が市の日のようで、手土産を持った人で賑わって

いる様子が記されています。この日記によると萱津には東宿があったことが分かります。 

 『春の深山路』飛鳥井雅有は、弘安３年（1278）、都より鎌倉街道で鎌倉への途中、赤坂（大垣市）、墨俣

（大垣市）、黒田（一宮市）、下津（稲沢市）と至り、11月17日に萱津で泊っています。ここでは到着を待っ

ていた異母兄弟の貞有の接待を受けています。さらに隣の宿にいた遊女と会い夜遅くまで遊んだため、寝過

ごしてしまい、翌18日の出発時間が遅れたと記しています。 

 美濃路に戻ります。江戸時代、新川付近は

度々起こった大水の被害に悩まされていま

した。そこで尾張藩は、天明４年（1784）、

庄内川の西側に、庄内川と並行するように

新しく放水路の建設に着手し、天明７年に

完成しました。これが現在の新川なのです。

総工費は40万両でしたが、予算をかなりオ

ーバーしたようで、責任者だった普請奉行

水野千之右衛門は免職となりました。しか

し、千之右衛門は許され、１年後には第20

代岐阜町奉行となっています 

 美濃路は新川を渡るとすぐ北側に瑞正寺     

（ 美 濃 路 と 西 枇 杷 島 の 交 差 点 ）               

があります。この寺付近は「はりつけ松原」といわれていました。それは美濃路から望める場所に尾張藩の

刑場があったからです。美濃路は、ここを過ぎ西枇杷島に入り東海道本線、新幹線の下を潜ると県道67号の

西枇杷島の交差点に出て、庄内川に架かる枇杷島橋に着きます。江戸時代、この橋の西側あたりには「下小

田井の市」という名古屋城下向けの青果市場があり大いに賑わっていました。 

 美濃路は、庄内川を渡って東枇杷島（名古屋市西区）に入ります。 

 

                                          （まつお・いち）ライフワークは民俗、地域史(近世交通史) 

                          著書は『岐阜地理・地名・地図の謎』(監修・実業之日本社)、『みのひだ雑学』(岐阜新聞社)など多数 
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＜ 今月の復旧事例 ＞   

 

 

 

＜ 場所 ＞一 宮 地域          

   

  

 

  

 

 

 

  

  

岐阜県損害保険代理業協会 提携会社 

一級建築士在籍の  ホームステップ (株)イケダ 

  ０５８－２７１－６７８８（２４時間即日対応） 

 

 

★☆★ ディーラーの査定とは違い、実際の中古車取引相場で査定します。 

車によっては、年式・キョリに関係なく需要があり、大きく金額に差が出ます！ ★☆★ 

【 お客様のこんなときにご利用ください！】   

●車の乗替を検討 ：下取り額が納得できない。下取り額は妥当なの？      

⇒ 「ディーラー下取りと比較してみてください！」 

●売却だけ検討 ：どこに売れば？ 高くて信頼できる会社に売りたい！  

⇒ 「賛助会員のＪＣＭにお任せ下さい！」 

●ディ－ラーでは値が付かない・・ ：引取費用が掛かると言われた。 

⇒ 「古い車や事故車でもまずはご相談ください！」 

【岐阜県損害保険代理業協会 賛助会員のＪＣＭなら安心満足！下取りよりもお得】 

・宣伝・店舗等運営コストを抑えて買取り価格に還元、高価買取りを致します。                     

・無料出張査定で手間や費用発生の心配がありません。ご指定場所まで訪問します。                          

・中古自動車認定査定士（当社社員）が査定にお伺いし、対応いたします。               

・売却を急かしたりせずお客様のご都合・代替のタイミングに合わせて対応します。             

・車両代金は現金決済も可能、名義変更手続きも無料で確実に行います。 

■■   株式会社ＪＣＭ名古屋支店   ★担当 村瀬・山本 まで   ■■ 

TEL:052-561-8899 ／ FAX：052-561-8893    HP：http://www.jcmnet.co.jp/daikyo/  
 

情報ツールとして 【クルマの下取り・買取りサービス 】をご活用ください！ 

 

施工後 

 
施工前 

ﾌﾞﾛｯｸ塀に車がぶつかり、ﾌﾞﾛｯｸにヒビが入ってしま

いました。ブロック塀を直す時に一面全てﾌｪﾝｽに交

換しました。 

 

 

 

施工中 
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 ～レンタカーのご利用なら～   ＯＲＩＯＮ ＲＥＮＴA ＣＡＲ                                   

 

100 台以上の保有台数で国

産車から輸入車、4WD 車、

トラック、福祉車両までニ

ーズ合わせたレンタカーを

ご準備致します。 

 

あらかじめ打ち合わせした

車輛返却の日時に、お客様

ご指定の場所迄レンタカー

をお引き取りに伺います。 

 

スタッフがご担当者様に

代わり代車をご利用にな

るお客様と直接お車の選

定についてお話しするこ

とも可能です。 

 

お客様の車を迅速に、

ご指定の場所へレッカ

ー移動致します。 

 

快適にドライブ頂くため

に全車両にナビと ETC を

装備しております。 

 

返却時に全車両の消臭・抗

菌・防カビに入念な消毒作

業を行っております。 

当社は４月より、高山支店をオープンし、岐阜県

全域の対応が可能となりました！  降雪地区へ

の４WD 車対応、特殊車両、福祉車輛までお気軽に

お問い合わせください！！ 

オリオンレンタカー   株式会社 AVANTI             

TEL0120-502-933 FAX0586-58-7890        

本店 岐阜県各務原市川島渡町 281-3       

名古屋店 愛知県名古屋市西区名西 2 丁目 18-10-1  

多治見店 岐阜県多治見市本町 5 丁目 6-1 

高山店 岐阜県高山市千島町 1033-14 
ご依頼はフリーダイアル 0120-502-933 迄 
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【企画環境委員会】 

〇提携事業者紹介パンフレット送付のご案内 

コロナ禍で提携事業者交流会が開催されず、会員の皆様に提携先が 

浸透されにくい状況になっており、新しい提携事業者の紹介も兼ね 

PRパンフレットを作成いたしました。 

今月号の代協ニュースに同封し、お届けいたしますのでお役立てく 

ださい。  

                                （報告者 委員長 井戸貴之） 

【ＣＳＲ委員会】 

○第１回「長良川を美しくしよう運動」のご案内 

２０２２年度 長良川鵜飼開幕前の清掃ボランティア活動に参加いたします。 

ご協力をいただけますよう下記の通りご案内申し上げます。 

日  時 ： ２０２２年 ４月１７日（日） ７：００～ 

集合場所 ： 長良橋西側・右岸河川敷 インラインスケート場 

持 ち 物 ： 軍手、あれば火バサミ 

※小雨決行です。ご参加いただけます方は、県代協事務局までご連絡ください。 

また、新型コロナウイルスの感染状況次第で、中止の可能性があります。 

中止の場合は、岐阜県代協ホームページ内のお知らせとして、ご連絡いたしますので、 

よろしくお願いいたします。 

                                （報告者 委員長 礒谷 宏） 

 
 
編集後記 

２月４日に東海ブロック人材育成研修会がＷＥＢにて１３：００～１７：３０まで開催され参加しました。 

前半は講義で後半は参加者が８グループに分かれ分科会を行いました。他代協の会員さんとの意見交換する

機会はめったにない事なのですごく新鮮に感じました。 

各代協毎に問題点や改善点、疑問に思っている点など意見はさまざまでしたが、皆さんが口を揃えて強く言っ

てたのが『今回のような他代協の会員との交流や意見交換をもっとしたい！』 でした。 

参加者には代理店主もいれば使用人もいるわけで、収保規模や人員数も違います。当然、悩みや改善点もば

らつきがあります。 活動地域が違うからこそ話しやすいという意見も多かったです。 

今後もこのような機会が増えれば代協加入の魅力の一つになるのではと感じました。 

（飛騨支部 馬場 浩之） 
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